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対象施設



https://www.mlit.go.jp/river/bousai/main/saigai/jouhou/jieisuibou/bousai
-gensai-suibou02.html
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避難確保計画は施
設利用者の円滑か
つ迅速な避難の確
保を図ることを目
的としています。

計画の位置付けを
明らかにするため
にどの法律に基づ
くものかを明記し
ておきましょう。

通所や入所等の利
用形態、建物の階
数、施設利用者の
人数を記載しま
しょう。
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津波が想定されている場合は
「基準水位」を記載してくださ
い。想定される最大浸水深は
記載不要です。

土砂災害警戒区域内に位置する
要配慮者利用施設はありません。

計画の報告や見直しの記述は書
くようにしましょう。
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雨水出水浸水想定区域は令和７
年度に指定予定です。

家屋倒壊等氾濫想定区域に該当
するかどうかは、計画を作成す
るうえで重要な事項です。
必ず確認しましょう。
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マップあいちでは、基準
水位の確認はできますが、
津波到達時間の確認はで
きません。

黄色の枠の中の数値が
基準水位です。
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災害想定ごとに作成し
ます。
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災害が発生する前に迅速かつ確
実に避難を完了するためには、
それぞれの役割ごとに適切な人
員と責任者を配置する必要があ
ります。



洪水、高潮は
少なくとも碧南市が発令する
警戒レベル３高齢者等避難
で以て避難を開始するようにし
てください。

伊勢・三河湾に津波警報以上が
発令された場合、碧南市は警戒
レベル４避難指示を発令します。

①大きな地震+津波注意報、②津
波警報、③大津波警報のいずれ
かを確認したら碧南市からの避
難指示を待たずに直ちに安全な
場所に避難してください。

→
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災害の恐れ
あり

災害の恐れ
が高い



通所型や通院型の施設の場合は、避難情報や防災気象情報等を参考にして事前
休業の措置をとることが、施設利用者の安全確保につながります。
事前休業の有無とその判断基準を記載しましょう。
施設での被災リスクをゼロにできるので、事前休業の判断についてルールがな
ければ、この機会に考えていただくことをおすすめします。
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碧南市公式LINEを是非
ご登録ください。

気象庁ＨＰ
https://www.jma.go.jp/jma/index
.html

川の防災情報（国土交通省）
https://www.river.go.jp/index

川の防災情報（愛知県）
https://www.kasen-aichi.jp/

Pitch FM 83.8MHz
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どのタイミングで、誰が、何
を、誰に伝えるのかを明記し
ておきましょう。
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避難先は、系列施設や他の同種類似施
設の検討を優先してください。

避難先を検討する際は、避難後の生活
までイメージしてください。
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津波は地震に伴い発生します。市の指
定避難所は開設できない可能性もあり
ます。
①まずは安全な地域にある系列施設や
同種類似施設を。それが困難であれば、
②市指定緊急避難場所（一時退避場
所）、③近隣の安全な場所に一旦避難
して、まずは安全を確保してください。

指定緊急避難場所（一時退避場所）と
は一時的に避難して安全を確保する場
所のことです。そこでの生活まではで
きません。次の行動につなげる場所と
して考えてください。

避難開始基準①～③を確認したら逃げる
①強い地震発生+津波注意報
②津波警報
③大津波警報

避難方法
津波からの避難は原則「徒
歩」を想定してください。
理由
①車での避難は困難
②緊急車両の妨げとなる

警戒レベル３高齢者等避難、警戒レベル
４避難指示を待つことなく避難を開始し
てください。 23



屋内安全確保（津波は不可）
立退き避難はかえって危険だ
と判断される場合に検討して
ください。

①家屋倒壊等氾濫想定区域内
にないこと
②浸水しない居室があること
③一定期間浸水することによ
り生じる可能性のある支障を
許容できること（電気、ガス、
水道、トイレが使えなくなる。
食料が不足するなど）

緊急安全確保の場所も記載しておきましょう。
ただし、あくまで施設利用者は、警戒レベル３
高齢者等避難で避難開始、施設職員は警戒レベ
ル４避難指示の段階までには避難完了している
ことが原則です。
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避難経路
・洪水、高潮→車での移動を想定

【理由】猶予のある警戒レベル３高齢者等避難が避難開始基準
・津波→徒歩での移動を想定、広い道路を選ぶ

【理由】①車での避難は困難
②緊急車両の妨げとなる 本資料１７ｐのとおり
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①液状化や家屋等が倒れて道
が塞がれてしまう可能性あり。
②車を途中で乗り捨ててしま
うと緊急車両の妨げとなる。
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津波の場合
やむを得ず屋内安全確保
や緊急安全確保を選択せ
ざるを得ない施設につい
ては、上層階から地上へ
安全に降りる手段を検討
してください。
※津波浸水後は、施設が
破壊されて降りるのが困
難となります。

手引き３５頁を参照
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手引き３６頁を参照

碧南市の場合、湛水期間
を４日以上考慮しておく
必要があります。

立退き避難ができない施
設は、水や食料、非常用
電源、携帯トイレ、医薬
品等を最低４日～７日分
程度の備蓄しましょう。
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手引き３７、３８頁を参
照
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手引き４０頁を参照

「津波」だけが対象の施設は自衛水防組
織の設置義務（努力義務）はありません。



https://www.city.hekinan.lg.jp/soshiki/shiminseikatsu/kikikanri/plan_policy/17289.html
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